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論文内容の要旨
【目的】近年、ヒト体外受精匪移植において、着床率を向上させるために、了ー宮環境と旺発育を同調させ
た匹盤胞移植が広く行われつつある。しかし、より長期の体外培養が必要となることや、初期日I~剖匹と匹
盤胞では代謝要求物質が同じではないことから、各施設で培養法がまだ開発段階にあるといえる。これま
での研究でマウス初期肝栴養系に赤血球を添加すると、その抗酸化防御機構iこより卵割半が改善するとい
う知見を得た。今回我々はヒト初期旺、を同いて駈棺胞形成における溶血赤血球添加の効果を検討した。
【方法】体外受精匹移植の際、同意を得た18周期(15人)、余剰卵80個を対象におこなった。採卵後 2円日
まで10%Scrum Substitute Supplcmcnt (SSS)添加lIumanTubal Fluid (lJTF)中で培養し、少なく
とも 2細胞期以上に発育している院を赤血球添加培養液あるいは非添加培養液中でさらに培養した。溶血
赤血球添加培養液は健康成人男性の赤血球を蒸留水で、溶血させ、最終日b濃度が1.9g/1となるように10%
SSS添加HTFに添加して作製した。採卵後11:1自に培養液交換を各々の群で行い、採卵後5. 6、及び7
日目に位相差顕微鏡で卵害IJ速度と形態的特徴を解析した。
【結果】溶血赤血球添加培養液での匹盤胞形成数は10倒中21個(53%)で‘あったのに対し、非添加培養液で
は40伺のうち1個(28%)であった。溶血赤血球添加培養液において有意に佐盤胞形成が高かった(p=O.02)。
また、初期匹盤胞期以降の発育に関しては、同居養液問で有意な差は認められなかった。
【結論】亦血球成分添加が、ヒト匪盤胞形成を促進している可能性が示唆された。ヒト体外受精恥移植に
おける肝細胞培養系として溶血赤血球添加培養系が応用できる可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
近年、ヒト体外受精佐移植において、着床率を向上させるために、子宮環境と匹発育を同調させた匹盤
胞移植が広く行われつつある。しかし、より長期の休外培養が必要となることや、初期卵割JAと肝盤胞で
は代謝要求物質が同じではないことから、各施設で培養法がまだ開発段階にあるといえる。これまでの研
究でマウス初期匹培養系に亦血球を添加すると、その抗酸化防御機構により卵割率が改善するという知見
を得た。今回、我々はヒト初期匪を用いて匹盤胞形成における溶血赤血球添加の効果を検討した。
体外受精佐移植の際、同意を得た18周期 (15人)の余剰卵80個を対象として本研究を行った。採卵後2n 
Hまで10%Serurn Substitute Supplement (SSS)添加 IIUffiA.nTubal Fluid (HTF)中で培養し、少
なくとも 2細胞期以上に発育している脈を赤血球添加培養液あるいは非添加培養液中でさらに培養した。
熔1(赤血球添加培養液は健康成人男性の亦血球を蒸留水で、溶血させ、最終IJb濃度が1_9g/1となるように10
%SSS添加1'11♂に添加して作製した。採卵後4日日に培養液交換を各々の群で行い、採卵後5. 6、及び
-42-
7H日に位相主顕微鏡で卵害1]速度と形態的特徴を解析した。
溶血赤血球添加培養液での匹櫨胞形成数はAO個中21個(::>:1%)であったのに対し、 Ji:添加培養液では40個
のうち 11個(28%)であった。治山1~~ÚI1球添加培養液において有意にJl1盤胞形成が高かった Cp=O.02)。また、
初期匹穂胞期以降の発77に関しては、両培養液問で有怠な支は認められなかった。
以上の結果から、赤血球成分添加がヒト肱盤胞形成を促進している可能性が示唆され、ヒ卜体外受精佐
移植における匪細胞精霊系として溶l但赤泊l球添加崎養系が応用できる可能性が示唆された。
本研究は、生体由来の赤血球成分にヒト1Yi~盤胞形成促進効果を見出し、臨床において匹盤胞移植の普及
にIpJけて大いに貢献するものとして、博上(医学)の学位を綬与されるに値すると判定した。
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